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研究成果の概要（和文）：本研究においては、シェイクスピア演劇における勢力均衡思想の表象を、16世紀から17世紀
におけるこの思想の理論化と現実の国際政治における展開に即しながら、主として以下の劇に関して考察した。
(1)『リア王』における国内、国際政治における二重の勢力均衡とその破綻。特に、先行する『レア王』と、ネイハム
・テイトによる王政復古期の改作との比較。(2)『ヘンリー八世』におけるウルジー枢機卿の外交政策に見られる勢力
均衡。特に、主要な材源であるホリンシェッドの『年代記』における記述との比較。(3)『ハムレット』のデンマーク
王国の外交政策に見られる二方面における勢力均衡。

研究成果の概要（英文）：     This study analysed representations of the balance of power in Shakespeare's 
plays mainly in the following three plays, with reference to the theorisation of this discipline and its d
evelopment in the international politics in the 16th and 17th centuries.
     1. The dual (domestic and international) balances in King Lear, especially in comparison with anonymo
us King Leir and Nahum Tate's adaptation of this play in the Restoration period. 2. The balance-of-power p
olicy pursued by Cardinal Wolsey in Henry VIII, especially in comparison with the corresponding descriptio
ns in Holinshed's Chronilces. 3. The balance-of-power policies pursued by the Kingdom of Denmark in Hamlet
 in two directions.

研究分野：
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１． 研究開始当初の背景 

本研究は研究代表者が科学研究費補助金

などにより、継続して行っている初期近代

イングランドにおける国家像、国民像の表

象に関する研究の延長線上に位置付けられ

る。研究代表者のこれまでの研究と関連す

る本研究開始当初の背景としては以下の 3

点が挙げられる。 

1. 歴史劇におけるフランスを始めとして、

シェイクスピアを中心とする初期近代英文

学におけるイングランドとヨーロッパ諸国、

諸民族との関係については近年盛んに研究

がおこなわれているが、これらにおいて主

として探究されているのは、「英仏関係」

のように、一方にイングランドを想定した

二国間関係である。研究代表者も先行研究

を取り入れながら、上記の通り初期近代イ

ングランド国家像、国民像に関する研究を、

とくにその不安定さに焦点を当てながら進

め、イングランド国民像が周辺ケルト諸族

ならびにヨーロッパ大陸諸民族との関係の

中で認識され、揺らぎを見せることを指摘

してきた。その成果の一つが 2010 年に公刊

さ れ た ‘The Tardy-Apish Nation in a 

Homespun Kingdom: Sartorial Representations 

of Unstable English Identity’ (Cahiers 

Élisabéthains, vol.78)である。この論考を進

める中で、複雑に重なり合った複数の二国

間関係を基礎とする国際関係のシステムの

中でこの問題を考察することの必要性が認

識されるにいたった。 

2. 1980 年代以降、新歴史主義を始め、シェ

イクスピア演劇をそれを取り巻く文脈の中

で考察する研究が盛んとなる中で、J. G. A. 

Pocock を中心として発展してきた the 

Atlantic Archipelago 史研究の成果を文学研

究に取り入れようとする姿勢が見られるよ

うになった。その一つの流れが、イングラ

ンドと周辺の諸民族との関係の中で英文学

を考察しようとする研究であり、初期近代

英文学研究においては既に一定の成果を挙

げている。研究代表者はこうした研究の大

きな成果の一つである John Kerrigan, 

Archipelagic English: Literature, History, and 

Politics 1603-1707 (Oxford: Oxford UP, 2008)

を 2009 年に日本シェイクスピア協会の機

関誌 Shakespeare Studies にて書評した。こ

の書評を通じてグレイト・ブリテン島、ア

イルランド島、ならびに周辺諸島からなる

the Atlantic Archipelago 内の関係が 16－17

世紀文学の理解に極めて重要であることを

再確認する一方、大陸諸国や更には（キリ

スト教布教や植民地化を通じて）太平洋地

域を巻き込んだ、より大きな国際関係の中

でこの時期の文学を考察することで新たな

解釈の可能性が開けることを認識するよう

になった。 

3. 研究代表者は同じく Shakespeare Studies

において、2007-08 年に Tom Bishop 教授（オ

ークランド大学）と共同で特集 ‘Pacific 

Shakespeare’の編者を務める機会を与えら

れた。この特集は日本を含む太平洋地域に

おけるシェイクスピア受容を考察しようと

する試みであるが、帝国主義を始めとする

近代の国際関係がシェイクスピア演劇の解

釈に様々に影響を及ぼしている様子が示さ

れた。近代ヨーロッパの国際関係のシステ

ムの原型の一つは 1648 年のウェストファ

リア条約において成文化されているが、こ

れに到る国際関係、また、これ以後の国際

関係がシェイクスピア演劇テクストの、特

に 17 世紀における受容に与えた影響につ

いて考察することは、近代以降におけるシ

ェイクスピア演劇の世界的な受容の研究の

基礎となるものであるとこの企画を通じて

考えるようになった。 

 

２．研究の目的 

本研究はシェイクスピア演劇においてエ

リザベス朝・ジェイムズ朝期の国際関係が



どのように扱われているかについて、特に

勢力均衡の概念に焦点を当てて考察するこ

とにより、初期近代英文学とそれを取り巻

く文脈との関係に新たな光を当てることを

目的とするものである。 

特に平成 20－22 年度に科学研究費補助

金を得て行った、シェイクスピアの演劇テ

クストを中心とするエリザベス朝・ジェイ

ムズ朝期の諸テクストに見られるイングラ

ンド人アイデンティティの不安定さについ

ての分析を発展させ、16－17 世紀のイング

ランドを取り巻く国際関係のシステムとの

関係においてシェイクスピア演劇を考察す

ることで初期近代文学とイングランド国家

像・国民像との関係を再構築することを目

指している。 

 

３．研究の方法 

主として King Lear を取り上げ、以下の

三方向からの考察を加えた。 

1. シェイクスピアが材源としたテクス

トとの比較 

2. 同時期に書かれたシェイクスピア演

劇との比較 

3.  Nahum Tate による王政復古期の改作

との比較。 

これらの検討を通じて、シェイクスピア

の King Lear における勢力均衡の扱い方の

特質を明らかにすると共に、この劇との比

較に留意しながら、特に 17 世紀に書かれた

他のシェイクスピア劇における勢力均衡の

表象について考察した。 

 

４．研究成果 

本研究の研究成果は、上記「研究の方法」

に即して、King Lear を主たる研究対象とし

たものと、それ以外の作品を研究対象とし

たものに大別できるため、以下、それぞれ

に分けて、後述の具体的な成果との関係を

示しながら記述する。 

 

1. King Lear に関する研究 

 本研究の中心的な対象となるテクストは

King Lear であり、この劇に描かれたリア王

の国内、国外政策における二重の勢力均衡

について、この劇の材源と見做されている

King Leir ならびに王政復古期における

Nahum Tate による改作との比較において

検討した。 

特に、リア王が政略結婚によってブリテ

ン国内とヨーロッパ大陸において二重の勢

力均衡を模索していることを明らかにし、

また、この二重の勢力均衡政策の破綻が、

リアのブリテン王国における内戦と王家の

滅亡という重大な結果をもたらす一因とな

っていることを指摘することで、この劇に

おける勢力均衡政策の重要性を明らかにし

た。この研究は、上記「研究の方法」の 1

と 3 に相当するものである。 

King Lear においては劇の冒頭において、

ゴネリルとリーガンがそれぞれオールバニ

ー公、コーンウォール公と結婚しており、

リアが前者をより好んできたこと、しかし

ながら、王国の分割に際しては意外なこと

に同等の分与が行われることが、廷臣によ

って語られることから、リアが、その王国

内において、有力な二人の貴族と婚姻関係

を結び、両者の間で勢力均衡を保つことに

よって自らの権力の安定を図ってきたこと

が示される。 

一方、コーディリアの求婚者として登場

するフランス王とバーガンディ公は共にヨ

ーロッパ大陸の君主であり、最愛の末娘の

結婚相手としてこれら二人が登場すること

は、リアの外交政策が彼らの間のバランス

を基礎とするものであることが指摘できる。 

この、ブリテン王国内、また、大陸との

対外関係における二重の勢力均衡は、シェ

イクスピアによるオリジナルであり、材源

となった King Leir においては、年長の二人



の娘たちがそれぞれコーンウォール公、カ

ンブリア公と結婚し、末娘の婚姻相手とし

てヒベルニア(アイルランド)王が想定され

ていることと合わせて、政略結婚によるレ

アの対外政策がイングランドから西側に関

心を払っていることとの対照は顕著である。 

これら両者を比較した際、King Leir に描

かれる関係が、エリザベス朝後期の政治的

関心（特にアイルランド政策）を反映して

いるのに対し、King Lear に描かれる汎ブリ

テン島的な国内政策、また、アイルランド

に代わる大陸諸国との外交関係は、より強

くジェイムズ朝的関心を示していることを

本研究を通じて論じた。 

Nahum Tate の King Lear については、こ

の改作がなされた王政復古期の政治的・外

交現実を反映したものであることが批評家

たちによって指摘されているが、シェイク

スピアによる原作と比較した際にも、コー

ディリアが死なないことに伴う王朝の継続、

また、当時のイングランドにとって現実の

脅威であったルイ 14 世を思わせるフラン

ス王の不在、コーンウォール公の長年にわ

たる政敵であるカンブリア公への言及など、

随所でシェイクスピア劇における勢力均衡

に関わる設定を変更することで、この劇が

書かれた 17 世紀後半当時の現実政治との

関係が指摘できることを明らかにした。 

 King Lear に関する一連の研究の成果と

して、下記雑誌論文①、学会発表①、図書

①があげられる。図書①に収められた論文

は学会発表①を基に、シェイクスピアの

King Lear における勢力均衡の重要性を分

析したものであり、国際的に著名なシェイ

クしピア研究者からなる編集委員会の査読

を経て所収されたものであるため、本研究

が国際的に一定の評価を得ていることを示

すものとなっている。雑誌論文①は上記「研

究の方法」3 にある通り、Shakespeare と

Nahum Tate の King Lear との比較から、17

世紀前半と後半それぞれの国際関係に即し

て、両テクストにおける勢力均衡政策の相

違を比較検討したものである。本論文もや

はり国際的な編集チームによる査読を経て

発表されており、国際的な評価を仰ぐこと

ができるものとなっている。 

 

2．King Lear 以外の劇作品に関する研究 

上記の「研究の方法」2 に相当する、King 

Lear 以外のシェイクスピアの劇作品の分

析には、下記雑誌論文②、学会発表②～⑧、

図書②が該当する。これらの研究成果は大

きく以下の 3 つに分類できる。 

a. 学会発表②，⑤は Troilus and Cressida、

⑥は Antony and Cleopatra という、それぞれ

伝説、古典の世界において、対立する 2 大

勢力の戦争を描いた劇における、勢力均衡

の可能性とその破綻を、特に対立の間にお

かれた女性登場人物に着目して論じたもの

である。このうち、Troilus and Cressida を

扱った学会発表②は、これまでほとんど注

目されることがなかった、トロイのプリア

ムス王の姉ヘシオネへの言及を基に、トロ

イ、ギリシャの関係を分析したものであり、

図書②所収論文として出版されている。 

 

b. 雑誌論文②と学会発表③、⑦は、16

世紀前半のヨーロッパにおける外交関係を

描いた、ジェイムズ朝期にシェイクスピア

がフレッチャーと共作した歴史劇である

Henry VIII を分析の対象としている。学会

発表③，⑦はこの劇における勢力均衡政策

について、この劇の主要登場人物の一人で

あるウルジー枢機卿の政策に焦点を当て、

イングランド王ヘンリー8 世、神聖ローマ

皇帝カール 5 世、フランス王フランシス 1

世の三者間の関係について考察したもので

ある。 

勢力均衡政策の理論化は、16 世紀イタリ

アにおける、フランチェスコ・グィッチャ



ルディーニによる人文主義歴史記述に始ま

ると考えられるが、イングランドにおいて

は、シェイクスピアと同時代に、フランシ

ス・ベーコンによって、グイッチャルディ

ーニの思想を輸入する形で理論化が進展し

たと考えられている。ベーコンは、その著

作の中で、16 世紀前半の上記三君主の外交

関係を勢力均衡の典型例として挙げている

ため、本研究においては、特に、Henry VIII

の主要な材源となったホリンシェッドの

『年代記』などの記述に注目しつつ、歴史

的な背景との比較において考察を進め、ウ

ルジー枢機卿の政策、また、ハプスブルグ

家のカール 5 世の政策それぞれについて、

勢力均衡主義的特質を分析した。 

特に、学会発表⑦においては、明星大学

の住本規子教授を研究代表者とする科学研

究費補助金（基盤研究（C）（一般 H23～

H26）、課題番号 23520333、研究課題 シ

ェイクスピア・フォリオの書き込みにみら

れる読者像）の研究協力者として分析した、

明星大学図書館所蔵の第一二つ折り本のへ

の（17 世紀にこの図書の持ち主によってな

されたと想定される）書き込みと、Henry 

VIII における国際関係との関連を探った。 

雑誌論文②はこの分析を進める中で着目

するに至った、Henry VIII において、フラ

ンスとイングランドの関係が描かれる際に、

フランスの流行にかぶれたイングランド人

宮廷人の描写に魔術や動物への変身に関わ

る語彙が頻繁にみられることを出発点に、

イングランド人アイデンティティの不安定

さの分析を、魔術による変身と獣化という

テーマと関連させながら進展させたもので

ある。さらに、この論文では、宗教改革

(Reformation)と変態 (transformation)との関

係を姿かたち(form)をキーワードに追及し

ている。 

 

c. 学会発表⑧は、Hamlet におけるデンマ

ーク王国の北東方向、南西方向を対象とし

た外交政策が、それぞれ、ノルウェーとポ

ーランド、イングランドとフランス、とい

う 2 か国との三角関係に基づいていること

に着目し、それぞれにおいて、デンマーク

の国益に配慮した勢力均衡政策がとられて

いることを明らかにしたものである。本発

表においては、この劇に見られる、二重の

三角関係に基づく勢力均衡政策は、King 

Lear を対象とした分析において指摘した

国内・対外政策それぞれにおけるやはり二

重の勢力均衡と比較しうるものであること

をあわせて指摘している。 
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